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３
月
１８
日
�
に
藤
橋
小
中
学
校
の
閉
校
式

が
行
わ
れ
、
明
治
６
年
か
ら
続
い
た
歴
史
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

式
典
の
あ
と
、
藤
橋
に
伝
わ
り
、
子
ど
も

た
ち
が
受
け
継
い
で
い
る
神
楽
な
ど
の
伝
統

芸
能
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
慣
れ
親

し
ん
だ
学
校
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し

た
。

藤藤
橋橋
小小
中中
学学
校校
閉閉
校校
式式

〜〜
学学
びび
舎舎
をを
懐懐
かか
しし
むむ
〜〜

３
月
１９
日
�
、
４
月
か
ら
開
校
し
た
谷
汲

小
学
校
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
校
舎
の
前
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行

い
、
新
し
い
校
舎
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

ま
た
会
場
を
体
育
館
に
移
し
、
新
し
い
校
章

や
校
歌
の
発
表
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

希希
望望
をを
胸胸
にに

谷谷
汲汲
小小
学学
校校
校校
舎舎
竣竣
工工
式式

３
月
２８
日
�
、
西
濃
建
設
株
式
会
社
（
宗

宮
正
和
社
長
）
よ
り
徳
山
会
館
に
双
眼
鏡
２

機
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

双
眼
鏡
は
、
徳
山
会
館
に
設
置
さ
れ
、
ダ

ム
湖
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

徳徳
山山
会会
館館
にに
寄寄
付付

谷
汲
小
学
校
前
に
信
号
が
完
成

谷
汲
小
学
校
前
の
県
道
山
東
本
巣
線
に
信

号
が
設
置
さ
れ
、
３
月
１９
日
�
に
点
灯
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
谷
汲
小
学
校
の
開
校
を
前
に
、
児

童
の
安
全
が
守
ら
れ
ま
す
。

交
通
安
全
を
願
っ
て

揖
斐
老
人
ク
ラ
ブ

七
福
会
（
樋
口
勝
会

長
）
で
は
、
地
域
の
小
学
生
を
事
故
や
事
件

か
ら
守
る
た
め
に
見
守
り
を
続
け
て
お
ら
れ

ま
す
。
登
下
校
時
に
会
員
２２
名
の
方
々
が
横

断
歩
道
な
ど
に
立
ち
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
見
届
け
て
い
ま
す
。

▲点灯式の模様
（谷汲小前にて）

▲テープカットの模様

▲目録を受け取る宗宮町長

▲神楽を披露する生徒ら（藤橋小中学校体育館にて）

▲寄付された双眼鏡（徳山会館にて）

▲式典の模様（新しい校旗の披露）

▲安心して横断歩道を
渡る生徒ら
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こ
の
ほ
ど
谷
汲
神
原
の
神
原
清
人
さ
ん
が

旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
、
宗
宮
町
長
よ
り

伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

神
原
さ
ん
は
、
昭
和
６１
年
か
ら
旧
谷
汲
村

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に
就
任
さ
れ
、
ま
た

平
成
６
年
か
ら
平
成
１７
年
ま
で
選
挙
管
理
委

員
長
を
努
め
ら
れ
る
な
ど
、
厳
正
、
公
正
な

選
挙
の
執
行
に
つ
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

晴
れ
の
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
多
年
の
功
労
に
感
謝
し
、
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

叙叙
勲勲
受受
章章

おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

揖
斐
川
中
学
校
の
中
島
祥
吾
さ
ん
、
中
村

優
樹
さ
ん
が
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
へ
の
、
久
瀬
中
学
校
の

大
西
ひ
か
る
さ
ん
、
揖
斐
川
中
学
校
の
高
橋

茉
里
さ
ん
が
は
ま
な
す
杯
全
国
中
学
生
空
手

道
選
抜
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
、
３
月
１２
日

�
、
宗
宮
町
長
へ
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

中
島
さ
ん
、
中
村
さ
ん
は
岐
阜
県
中
学
校

選
抜
チ
ー
ム
に
強
化
選
手
と
し
て
参
加
さ
れ
、

先
日
の
新
人
戦
県
大
会
で
は
、
揖
斐
川
中
学

校
で
優
勝
を
収
め
ま
し
た
。

ま
た
、
大
西
さ
ん
は
予
選
会
岐
阜
大
会
で
、

個
人
組
手
で
優
勝
、
個
人
形
で
準
優
勝
、
高

橋
さ
ん
は
個
人
形
で
優
勝
を
収
め
全
国
大
会

出
場
と
な
り
ま
し
た
。

宗
宮
町
長
は
、
「
岐
阜
県
の
代
表
と
し
て
、

日
頃
の
練
習
成
果
を
発
揮
し
て
頑
張
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

岐
阜
総
合
学
園
高
校
が
全
国
高
等
学
校
選

抜
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
、
町
内

在
住
の
渡
辺
誠
監
督
と
選
手
の
増
田
遼
旨
さ

ん
が
３
月
１９
日
�
、
宗
宮
町
長
へ
報
告
に
訪

れ
ま
し
た
。

増
田
さ
ん
は
「
学
校
の
伝
統
を
大
切
に
戦

い
、
今
年
は
優
勝
を
目
指
し
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。

大
会
で
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

全全
国国
大大
会会
出出
場場おお

めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

３
月
１４
日
�
、東
京
都
千
代
田
区
で「
オ
ー

ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
大
会
」
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
食
ア
メ
ニ
テ
ィ
・

コ
ン
テ
ス
ト
」
も
行
わ
れ
、
上
南
方
の
山
川

房
子
さ
ん
が
優
良
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
応
募

数
は
３１
都
道
府
県
３４
事
例
で
個
人
で
の
入
賞

は
山
川
さ
ん
の
み
で
し
た
。
こ
の
賞
は
地
域

の
食
文
化
の
保
存
・
開
発
と
そ
の
普
及
に
取

り
組
み
、「
食
」
を
通
じ
た
起
業
活
動
な
ど

で
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
活
動
に
対
す
る
も

の
で
す
。

山
川
さ
ん
は
、
自
家
で
育
て
た
豚
の
肉
を

使
っ
た
ソ
ー
セ
ー
ジ
に
は
、
地
元
農
産
物
を

加
え
た
り
、
地
元
小
学
生
を
対
象
に
ソ
ー

セ
ー
ジ
作
り
体
験
を
行
う
な
ど
、
地
産
地
消
、

地
域
と
の
交
流
、
食
育
、
開
発
活
動
の
取
り

組
み
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

食食
アア
メメ
ニニ
テテ
ィィ
・・
ココ
ンン

テテ
スス
トト
でで
優優
良良
賞賞
受受
賞賞

▲報告に訪れ、決意を新たにする選手ら
（揖斐川町役場にて）

▲旭日単光章をしっかりと受け取る神原さん

▲全国大会出場の報告に訪れた時の様子
（揖斐川町役場にて）

▲山川さん、これからも頑張ってください
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２
月
２１
日
�
、
福
島
の
野
村
和
孝
さ
ん
が
、

岐
阜
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
で
土
地
改
良
事
業

功
労
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

野
村
さ
ん
は
、
昭
和
５９
年
か
ら
西
郡
井
水

土
地
改
良
区
の
役
員
を
２０
年
以
上
つ
と
め
ら

れ
、
平
成
４
年
か
ら
は
西
濃
用
水
土
地
改
良

連
合
の
役
員
も
つ
と
め
ら
れ
る
な
ど
土
地
改

良
事
業
に
関
わ
る
業
務
に
精
励
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

晴
れ
の
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
多
年
の
功
労
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し

ま
す
。 土土

地地
改改
良良
事事
業業
功功
労労

県県
知知
事事
表表
彰彰
受受
賞賞

３
月
１５
日
�
北
方
の
野
田
文
枝
さ
ん
、
３

月
２０
日
�

永
の
細
野
ち
よ
の
さ
ん
、
３
月

２２
日
�
清
水
の
中
井
は
る
の
さ
ん
、
３
月
２４

日
�
谷
汲
岐
礼
の
不
破
み
ち
へ
さ
ん
、
３
月

２５
日
�
谷
汲
岐
礼
の
小
椋
か
ず
ゑ
さ
ん
が
そ

れ
ぞ
れ
９５
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

野
田
さ
ん
、
細
野
さ
ん
、
中
井
さ
ん
、
不

破
さ
ん
、
小
椋
さ
ん
に
は
長
寿
の
お
祝
い
と

褒
賞
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お

元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

ごご
長長
寿寿

おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

３
月
２８
日
�
〜
４
月
１３
日
�
ま
で
の
午
後

６
時
３０
分
〜
９
時
ま
で
谷
汲
山
門
前
の
参
道

に
於
い
て
７
０
０
基
の
竹
灯
籠
に
灯
り
が
と

も
り
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
谷
汲
門
前
街
並
み
づ
く

り
委
員
会
に
よ
る
も
の
で
、
７
０
０
基
の
手

づ
く
り
竹
灯
籠
の
ロ
ウ
ソ
ク
の
ほ
の
か
な
火

が
灯
り
映
し
出
さ
れ
る
夜
桜
は
多
く
の
方
を

魅
了
し
ま
し
た
。

夜夜
桜桜
をを
魅魅
了了
しし
たた竹竹

灯灯
籠籠

３
月
２２
日
�
、
春
日
六
合
地
内
で
主
要
地

方
道
春
日
揖
斐
川
線
下
ヶ
流
バ
イ
パ
ス
の
一

部
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
通
式
に
は
、

宗
宮
町
長
、
県
議
会
議
員
、
県
、
地
元
関
係

者
な
ど
多
数
参
加
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
く

す
玉
を
割
り
、
下
ヶ
流
バ
イ
パ
ス
の
開
通
を

祝
い
ま
し
た
。

こ
の
道
路
は
、
春
日
地
区
と
町
中
心
部
を

結
ぶ
唯
一
の
生
活
・
産
業
道
路
で
す
。
今
回

完
成
し
た
の
は
、
全
長
１
１
３
４
ｍ
の
内
、

４
１
４
ｍ
で
す
が
、
当
面
は
下
ヶ
流
集
落
へ

の
進
入
路
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

下下
ヶヶ
流流
ババ
イイ
パパ
スス

一一
部部
開開
通通

▲門前の参道に立ち並ぶ手作り竹灯篭

野
田
さ
ん（
左
の
写
真
）

細
野
さ
ん（
左
の
写
真
）

▲開通式でのテープカットの模様

▲表彰を受け取る野村さん

中
井
さ
ん（
左
の
写
真
）

不
破
さ
ん（
左
の
写
真
）
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